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1．研究の背景と問題の所在 
























































































2.2. コルトハーヘンの「ALACT モデル」 
コルトハーヘン（1985）は，学習者の理想的な行
為と省察のプロセスを 5 つの局面に分けた。これは




第 1 局面 行為 
第 2 局面 行為の振り返り 
第 3 局面 本質的な諸相への気づき 
第 4 局面 行為の選択肢の拡大 







































図１ ALACT モデル 
 
コルトハーヘン（2010）によれば，省察を促すこ
































































 Methods of Action: 
行為の選択肢の拡大 
 

























































































2019 年 6 月に行われた 3 学年の英語科の授業で
ある。公開授業ではないため，指導案等の資料は用
コルトハーヘン「8 つの問い」を活用した授業改善 






















































表 3 授業記録の一部 
T: I have lived in Osawano for six years. 
S1: Is Osawano a good city? 
T: Yes.  For example, do you know “Panda 
Panda”? 
S1: Oh, I know.  I like the bread. 
S2: Where did you live before? 
T: I lived in Yamamuro. 
S3: Why did you move to Osawano? 
T: I built a house.  There is a park near my 
house and I sometimes go there with my 
children. 





















か 1 文では伝わりづらいかなと。 
































カルド君みたいに， ”I have loved 









































































協力者はあらかじめ“I’m very interested in your 




表 9 授業記録の一部 
S: I have lived in Uozu since I was born. 
T: I see.  Where do you go in Uozu in your free 
time? 
S: … 
T: Are there any favorite places in Uozu? 
S: Mirage Land. 
T: Do you often go there? 
S: Sometimes. 






















































































































































































































































































表 15 リフレクションをもとに筆者が作成した「8 つの問い」 
１ 私は何をした？       ① 
 うまくいったペアとうまくいかなかったペアを
指名した。 
５ 相手は何をした？      ② 
 ２つのペアの発表を聞いて，うまくいかなかっ
たペアに注目した。 
２ 私は何を考えていた？    ⑥ 
よい例に注目させ，対話が続いていくにはどう
すればいいのかを考えさえたい。 
















































































































































































































― 155 ― 
とと，そこから得られる教育的示唆を検討する。 








































































































Association of Lesson Studies)に参加し，何らか
の形でレッスンスタディに取り組んでいる国は
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